
  

   緊急時のロールプレイング 

令和 4年 5月 16日(月) 

担当：後藤、栗田(百) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回施設内研修で緊急時のロールプレイングを行い、2グループに分かれ誤嚥が起きてしまった時と

転倒し頭を打ち救急車を呼ばないといけない時の対応の確認をしました。誤嚥した時は AEDの準備を

したりハイムリック法や背部叩打法を行ったり、最悪の場合救急車を呼ばないといけない状況になる

事もあります。転倒し頭を打った時はまず外傷の有無と随伴症状を確認する。頭痛・嘔吐や手足の麻

痺があった時は直ちに救急車を呼んでください。その際同行する方は負傷した方の個人情報や状態を

救急隊員の方に少しでも伝えてください。頭を打ち何もなってないから大丈夫と思わないで下さい。

受傷後の 24時間は注意し以下の症状が見られましたらすぐに病院を受診して下さい。 

文責 後藤 和樹 

 

 日々の健康管理はとても大切なので小さな変化も疑問に思うことを心がけることが必要だと思いま

す。食欲があっての体重増加は元気な証拠ですが、食欲があるのに体重が減少や食欲がなくて体重が減

少というのは心身に何らかの原因があるかもしれません。便秘でもお腹が張って食欲が減少することが

あります。障害を持っている方の場合、便秘傾向にあるといわれています。原因としては運動量の低下、

水分摂取量、腹圧の低下などです。便の観察ポイントは①量②性状（軟便すぎず硬便すぎずの状態）➂色

（黒色、灰白色、血便はよくない）です。生活の中で食と便は必要不可欠なので日々の観察が大切です。

また、口腔ケア（歯磨き）は、食の原点、ということは生きることの原点、それはケアの中心です。虫歯

や歯周病予防、摂取機能の保持、いつまでもおいしく食べるなどのために口腔ケアが大切とされていま

す。その他にもざっくりで睡眠や皮膚の状態、排尿、脈拍、体温、呼吸など人間の身体は健康でいるため

たくさんの管理が必要となります。現在流行している新型コロナウイルス以外にもたくさんの感染症が

ありますが、感染経路は様々です。コロナウイルスの感染経路は、目、鼻、口になります。 

                                      文責 西村 紗那 

 

研修報告 
医療・看護講座 

知的発達障害者と医療 

 

令和４年６月 13日（月） 

重症心身障害児施設つばさ静岡 

施設長・医師 

講師 山倉 慎二 

感染を避ける３ヶ条 

１ マスク、手洗い、体調管理。（個別的対策） 

２ ３密を避ける。消毒する。（社会的対策） 

３ 感染流行地へ近寄らない。（広域的対策） 

１ 頭痛がだんだん強くなる 
２ 吐き気や嘔吐が何回も起こる 
３ ぼんやりしている、あるいは放っておくとすぐ

に眠ってしまい起してもなかなか起きない 
４ 視力が弱くなったり、物が二重に見える 
５ 手足が動きにくくなったり痺れたりする 
６ けいれんが起こる 
７ いつもと違った行動をとる 

3 密 

１ 密接 

２ 密集 

３ 密閉 

施設内研修報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施設内研修報告 
障害者虐待防止について 

令和４年５月３０日（月） 

研修などこれまで学んできた内容を日々の支援にフィードバックする 

令和 4年度の施設内研修のテーマ 

担当：佐藤、栗田（百） 

 ゆいまあるが開所してから今年で 20 年目を迎えます。学校卒業後、人生の中で最も長い青年期をいかに充

実して過ごすか？重い障害を持っていても地域の中で自分なりに自立した生活を送るためにどういう支援が

必要なのか？という課題に取り組むために支援者同士で施設内研修を行ってきました。毎年研修テーマを決め

て計画を作成する形で研修を始めてから今年で 10 年目となります。支援者の知識や支援技術は一度身に付け

れば終わるものではなく、知識や支援技術、資格などは持っているだけでは意味がありません。日々の支援の

なかに活かして初めて価値のあるものになります。今年は今まで行った研修で学んだ知識や技術を支援者 1人

1 人がフィードバックしていくことを目指して行きます。事例研究の形で研修をおこない、グループごと 1 つ

の事例にそれぞれ計画を立てて実施し、1 年間の経過報告をする形で行って行きます。その他の研修として新

しく「ハラスメント対策」の研修や毎年恒例となっている「障害者虐待防止のための研修」、「感染症予防のた

めの汚物処理キットを使用した研修」など取り組んで行く予定です。今後も利用者さんも保護者の方も安心し

て通える施設サービスを提供できるよう努めていきます。               文責 栗田 百江 

 障害者虐待防止について年 2回施設内研修を行っています。今回の施設内研修では、日常の支援の中であり

えそうなことを事例にして、各職員の対応の仕方また、虐待になってしまうかもしれない支援を見つめなおし

ました。１つの事例に５つの対応方法を用意し選び、あえて虐待につながってしまうような対応方法を選択肢

に入れました。どこが虐待に当たるのか見極め、選んだ選択肢の虐待になってしまいそうな所を自分たちなり

の支援方法に変えて発表しました。声掛けの仕方や支援者同士の連携の取り方が大切です。日常生活のひとつ

ひとつ支援の中で選択肢を間違えると虐待につながっていくことは沢山あります。まず相手の立場になって考

えることで虐待のないより良い支援をしていこうと思います。 

                                         文責 佐藤 潤 

 


